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第３版　建築火災安全工学入門

ひとりで学べる木造の壁量設計演習帳
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施工マニュアル

4,400円（税込）

ISBN978-4-88910-165-2

発行：
日本建築センター

2015年12月
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及び同解説2020年版

ひとりで学べるRC造建築物の構造計算演習帳
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性能評価を踏まえた超高層建築物の構造設計実務
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ひとりで学べる中層木造建築（ラーメン構造
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●改訂の概要
膜構造の建築物及びテント倉庫建築物については、平成 12 年に、

膜構造の建築物及びテント倉庫建築物に関する技術的基準（平成
14 年国土交通省告示第 666 号及び第 667 号）が制定され、間もな
くして「膜構造の建築物・膜材料等の技術基準及び同解説」を平成
15 年に発刊した。

その後、鉛直部材脚部の滑節構造及び可動式膜面に関する規定
の追加、構造計算方法の追加、仮設建築物に対する緩和規定の追
加、膜構造の建築物に適用できる膜構造用フィルムの追加等、設計
の自由度を拡大する告示改正が平成 19 年から数次にわたって行わ
れた。今般の改訂では、これら改正告示の趣旨を解説し、今日まで
の告示の改正点に関する解説を追加するとともに、より理解しや
すく、実務に役立つものとなるよう内容の充実を図った。

全国の書店で取扱い・販売予定
日本建築センター ）でも販売予定

お問い合わせ： 一般財団法人日本建築センター 情報事業部
東京都千代田区神田錦町

膜膜構構造造のの建建築築物物・・膜膜材材料料等等のの
技技術術基基準準及及びび同同解解説説 年年版版

発 行 一般財団法人日本建築センター
監 修 国土交通省国土技術政策総合研究所

国立研究開発法人建築研究所
編 集 膜構造の建築物・膜材料等の技術基準及

び同解説 改訂編集委員会
定 価 5,000 円+税
体 裁 A4 判 290 頁
発 行 日 令和 2 年 1 月 31 日
I S B N 978-4-88910-180-5
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発行：
日本建築センター

2009年12月

住宅
品確法 - 住宅性能表示制度- 技術基準解説及びマニュアル ■既存住宅■

日本住宅性能表示基準・評価方法
基準技術解説    －既存住宅・個別性能－
2,090円（税込）

建設住宅性能評価解説
－既存住宅・現況検査－
　　　12,650円（税込）　

新刊 ２０２０年 2月刊行

●本書の特徴
本書は、大断面集成材ラーメン構造（３階建て事務所ビルの中層

の木造建築）をモデルにして、解説を読み、演習問題に取り組んで
いただくことで、中層大規模木造建築物の構造計算に必要な基礎
知識を確認しながら身につけていくことができます。
本書のシリーズは、構造計算の手順を手計算しながら習得でき

る「自学･自習」の教科書という意味から『ひとりで学べる演習帳』
と名付けました。

●本書を使っていただきたい方
・Ｓ造やＲＣ造の構造設計を行っており、今後、中大規模の木造建
築物も勉強したいと考えている方。

・木造住宅の許容応力度計算をしたことがあり、今後、中大規模の
木造建築も勉強したいと考えている方。

・木造建築物の構造計算に関心がある方。
・高校や大学で建築分野の学科を専攻している方や、木造建築物の
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「はじめに」から一部抜粋
・工務店業界は現在様々の課題に直面している。例えば、人口減少と人手不足、建築ストックの高
齢化と新築需要の減少、（中略） 直面する課題の解決と新たな経営環境への対応という意味で、
工務店業界は体質改善の必要性に迫られている。工務店業界の活性化は地方創生のためにも必須
であり、この時点において という社会改革を目指す新たなツールの導入により業界の体質
改善を図ることは適切な取組であると考える。

・本書が住宅供給に参画する地域の工務店、施主、地方自治体、建築関連産業、金融機関等のステ
ークホルダーのコミュニケーションツールとして活用され、工務店を含む地域社会の活性化に貢
献することができれば望外の幸せであると考える。
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